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本研究の目的は，大学野球の指導者として実践する＜私＞の内省する自分と客観化する主体との相互
作用を通して，チームが勝利するために監督がなすべき 3 つのマネジメントについて詳細記述を行ない，そ
こから導かれるルールを示し，さらにルール化と実践の枠組を示すことである． 
3つのマネジメントとは，次の通りである． 
第 1 に「ゲームマネジメント」では，監督の＜私＞がチームの現状をいかに認識し，対策を練り，勝利に結
びつけるかという側面に着目した．具体的には，監督は，戦力の比較を行ない，また勝点獲得方針を示すこ
とで，チームを勝利に近付ける役割を担う．ここでの成果は，1. ゲームの類型化とそのマネジメント（戦略・
戦術の立案・評価・実践）の提案，2. 監督は実践と内省を繰り返し新たなマネジメントのルールを策定する
役割を担うということが明らかになったことである．ゲームの類型は，勝点の取り方の 5方針（連勝確実・堅実
勝点・勝点願望・勝率確保・長期育成）と対戦チームとの戦力分析（強・弱の 4 区分）から，以下の 7 基本類
型を確定した．①連勝確実モデル②堅実勝点モデル③優勝決戦モデル④下位脱出モデル⑤幸運勝点モ
デル⑥連敗回避モデル⑦長期育成モデルである．各モデルについて，ゲームマネジメントの方法を明確に
し，かつそれぞれをリーグ戦における典型的な試合によって具体的な説明を加えた．  
第 2 に「コーチマネジメント」では，投手コーチである＜私＞が投手陣の現状をいかに認識し，コーチング
を行なうのか，さらに試合の勝利に結びつけるためのルールを発見することに着目した．コーチマネジメント
においては，投手の特徴を前提とする起用法を含めた育成方針を明確にした．ここでの成果は，1. 計測器
を用いてボールのリリース速度（140 km/h）と回転速度（毎分 2300 回転）からの投手の類型化を行ない，2. 
その客観的データを基に投手とのコミュニケーションを行なうコーチング法を確定したことである．ストレート
のリリース速度と回転速度の効力の検証から，「140 km/h」「毎分 2300 回転」という基準を発見した．この基
準と左右の投球腕から，投手を 8 類型に分類し，さらにそれぞれの類型に期待される役割とコーチングの方
法を示した．8 類型とは，①抑え投手，②第 2 戦の先発投手，③中継ぎ投手，④ショートリリーフ，⑤エース，
⑥重要な中継ぎ，⑦ロングリリーフ，⑧ワンポイントリリーフである．各類型について，変化球を加えた 4 基準
のもとで，どのようなコーチングがその類型を維持するのに不可欠であるかを，コーチと投手の対話から発見
した．例えば類型 5 の投手には「エース」としてチームを引っ張っていく「自覚」をしっかりと持たせることが不
可欠であり，そのためのコーチングを行なう．また，それぞれの類型に対してのコーチングのルールを示した．
類型 5 の投手に対してのコーチングのルールとして，「第 1 戦への定期的な登板を評価する」「投球腕への
負担を減少させる方法を提案する」を示した．このように，8 類型それぞれに対するコーチングのルール化を
行なった． 
第 3 に「リアルマネジメント」では，試合中の＜私＞がいかにして投手起用を行なうのか，特に継投を瞬時
  
に判断する際のルールに着目した．リーグ戦において K 大学が優勝した際の投手起用と，優勝を逃した際
の投手起用の詳細な比較検討を通し，いかなる継投のルール化が可能であるか考察を行なった．ここでの
成果は，1. 戦力を比較し，次に継投の選択肢を検討することでリアルマネジメントの 4つの基本的な類型化
を行なったこと，2. その類型ごとのルール化である．ここでの 4 つの基本的な類型とは，戦力として優位で
あり継投選択肢も豊富な「効率型継投パタン」，戦力としては優位であるものの継投選択肢が少ない「依存
型継投パタン」，戦力としては不利であるものの継投選択肢は豊富な「柔軟型継投パタン」，戦力として不利
であり継投選択肢も少ない「奇襲型継投パタン」である．ここでも，類型ごとの継投のルール化を行なった．
例えば，効率型継投においては，チームが強力な戦力をもち，継投選択肢も豊富であるため，予期通りの継
投を行ない投手の能力を発揮させることが重視されることから，「投手の役割は固定される」「投手の交代時
期は固定される」といったルールを示した． 
以上，3 つのマネジメントのルール化は，さらなる私の実践を通して，次の内省化と客観化を求め，次のル
ール化が模索される．このルール化は経験が重視される野球監督の経験を補うものであり，さらに，ルール
化と実践の枠組を示すことにより，それぞれの監督のルール化と実践が促進されることが期待される． 
 
 
 
 
